
別記様式（第 14 条関係） 

 

附属機関等会議録 

平成 31年  3月  4日  

 

会 議 の 名 称 平成 30年度  第 39回島田市諏訪原城跡整備委員会  

開 催 日 時 

                13 時 45 分から 

平成 31 年 2 月 26 日    

                16 時 00 分まで 

開 催 場 所  島田市役所 4階  第三委員会室南  

会 議 の 議 題  

《報告事項》  

  平成 31年度  諏訪原城跡整備事業について  

  文化庁との打ち合わせ結果について  

《協議事項》  

  諏訪原城跡基本設計について（承認）  

《現地視察》  

  ガイダンス建設工事箇所  

会議の公開又は全

部若しくは一部の

非公開の別 

公開 ・ 非公開（ 全部 ・ 一部 ） 

会議の全部又は一

部の非公開の理由  
 

公 開 の 場 合 の  

傍 聴 人 の 数  
なし  

出 席 者 の 氏 名 等  

整 備 委 員 ： 小 和 田 委 員 長 、 三 浦 副 委 員 長 、 高 瀬 委

員、加藤委員、前田委員、畑教育部長   

アドバイザー：山田啓子主査（県教育委員会）  

事 務 局 ： 太 田 課 長 、 坂 巻 課 長 補 佐 、 萩 原 主 任 学 芸

員、渡邉技師、藪嘱託員  

会 議 の 結 果  

＜報告事項＞  

 平成 31年度諏訪原城跡整備事業について、史跡整備事

業（二の曲輪北馬出の土塁と土塁上工作物の実施設計及

びサインの増設）、教育普及活動（諏訪原城跡講演会、

諏訪原城ガイダンス施設での展示活用、出前授業や社会

見学等）、市民との協働作業による環境整備（除草、間

伐作業）を実施することを報告した。また、市の機構改

革により市長部局との諏訪原城の活用プロモーションを

行っていくことを報告し承認された。  

文化庁との打ち合わせ結果について、諏訪原城の歴史などの概



要や二の曲輪北馬出の現状、また今後どのような整備をおこなっ

ていくか詳細資料を作成し、文化庁に提出するよう指導があった

ことを報告した。今後、資料を作り直し、整備委員会委員に発送

し意見を集約するよう指導を受けた。 

その他、3月23日にオープンする諏訪原城跡ガイダンス施設の名

称について、「諏訪原城ビジターセンター」が親しみやすい名称

として承認された。 

＜協議事項＞ 

諏訪原城跡基本設計について、二の曲輪北馬出基本設計図、断

面図、土塀配置図、土塀立面図を提示した。 

整備委員会委員より、以下の指導を受けた。 

①東側土塁について、西側の土塁と景観を合わせる意味で、土塁

の全体を張り芝ではなく、他の工法についても提示すること。 

②現代的工法を用いた整備であるため、土塀の柱は松丸太から丸

太へ変更すること。 

③矢・鉄砲狭間のあがきの角度をその場の地形に合わせて調整す

ること。 

④西側の土塀について、本来の目的である敵の攻撃を防ぐこと、

土塀の構造を保つことにもなるため、土塁端の土塀はL字にする

こと。 

また、今後の方針として、土塁と土塁の工作物については、土塀

で進めることで承認された。 

＜現地視察＞ 

諏訪原城跡ガイダンス施設の外観及び展示コーナーなどの内容を

確認した。 

提出された資料等 

  平成31年度 諏訪原城跡整備事業について 

  文化庁との打ち合わせ結果について 

  二の曲輪北馬出基本設計図 

  土塀断面図 

  土塀配置図 

  土塀立面図 

  土塀標準断面図 

  諏訪原城ビジターセンターのちらし 

会議を所管する課

の名称 
島田市教育委員会文化課  

その他必要な事項 
 

 

 


